
県民モニターアンケート調査

「都市農村交流と楽農生活の推進について」

兵庫県では、自然と共生するゆとりある新たなライフスタイルの実現と多自

然地域の活性化を図るため、都市農村交流や自然豊かな農山漁村地域における

都市住民の定住など、「多自然居住」を支援しています。

また、食と「農」に関する様々な体験、学習及び実践を通して、自然と親し

み、自然と共に生きることを実感しながら、食と「農」に親しむライフスタイ

ルを「楽農生活」として提唱しています。

これらの施策の参考とするため、県民モニターの皆さんのご意見をいただく

ことにしました。

１ 都市農村交流について

問１．あなたは、都市農村交流や農山漁村地域での一時滞在・定住に関心があ

りますか。

１ 非常に関心がある

２ どちらかといえば関心がある

３ あまり関心がない

４ まったく関心がない

問２．農山漁村地域に行ってみたい頻度や期間はどの程度ですか。次の中から

１つだけお答えください。

１ 年に１回程度（１～２日間程度滞在）

２ 月に１回程度（１～２日間程度滞在）

３ 週に１回程度（１～２日間程度滞在）

４ 年に１回程度（１～３週間程度の滞在）

５ 年に１回程度（１～３か月程度の滞在）

６ 移住・定住

７ 行きたいと思わない

問３．農山漁村地域で何をしてみたいですか。（複数回答可）

１ 地域の郷土料理や名物料理を食べる

２ 直販施設での農林水産品の購入

３ 温泉や名所・史跡めぐりなどの観光

４ スキー、ゴルフ、水泳などのスポーツ

５ 農作業、森林間伐、地引網などの農林漁業体験

６ 山歩き、星空・ホタル鑑賞などの自然体験

７ 陶芸、草木染めや木工品などの工芸品づくり

８ 地域の人たちとの交流・ふれあい

９ 田舎暮らし



10 何もせずのんびり過ごす

11  特にない

12 その他（ ）

問４．農山漁村地域で、どのような交流・ふれあい活動がしたいですか。

（複数回答可）

１ 販売・宿泊施設等での会話等

２ 地域の祭りやイベントへの参加

３ 地域づくり活動（地域イベントの企画や地域課題の検討など）

４ 草刈りや水路の清掃など自治会（集落）での共同作業

５ 特に交流・ふれあいは必要ない

６ その他（ ）

問５．農山漁村地域に定住するとすれば、課題となることは何ですか。

（複数回答可）

１ 交通環境や情報通信環境が不十分

２ スーパーや金融機関、飲食店などの施設が少ない

３ 医療施設や介護施設が少ない

４ 教育環境が不十分

５ 就業環境が不十分

６ 都市と農山漁村地域の住民の意識のミスマッチ

７ 特にない

８ すでに定住している

９ その他（ ）

問６．都市農村交流や農山漁村地域での一時滞在・定住を推進するために必要

な制度や施策は何ですか。

（複数回答可）

１ 道路や情報インフラ等農山漁村地域への公共投資

２ 農山漁村地域での医療や介護環境の整備

３ 農山漁村地域での教育環境の整備

４ 農山漁村地域での就業支援

５ 農山漁村地域や田舎暮らしに関する情報発信、相談会の実施

６ 都市農村交流の拠点や情報発信となる施設の整備や開発

７ 田舎暮らしに関するアドバイスを行う相談員の設置、斡旋

８ 移住のための賃貸や住居改修の助成制度

９ 空き家バンク（田舎暮らしの希望者と空き物件所有者をマッチングする取

組）の整備

10 特にない

11 その他（ ）



２ 楽農生活について

【「農」に親しむ取り組みについて】

Ｑ１ 農作業や加工体験など「農」に親しむ取り組みを何かしていますか。

また今後、新たに取り組んでみたいことは何ですか。（複数回答可）

① 家庭菜園、ガーデニング

○ 現在やっている（過去にやったことがある） ○ これからやってみたい

② 農産物の加工体験（ジャムづくり、そば打ち等）

○ 現在やっている（過去にやったことがある） ○ これからやってみたい

③ 農林漁業体験（田植え、果樹のもぎ取り、地引き網等）

○ 現在やっている（過去にやったことがある） ○ これからやってみたい

④ 市民農園での野菜づくり

○ 現在やっている（過去にやったことがある） ○ これからやってみたい

⑤ 農山漁村での農作業等の応援（ボランティア、企業研修等）

○ 現在やっている（過去にやったことがある） ○ これからやってみたい

⑥ 就農を目指した講座等の受講

○ 現在やっている（過去にやったことがある） ○ これからやってみたい

⑦ 実家の農業の手伝い

○ 現在やっている（過去にやったことがある） ○ これからやってみたい

⑧ 定年退職後の趣味としての農作業

○ 現在やっている（過去にやったことがある） ○ これからやってみたい

⑨ 野菜や果樹等を栽培し、農産物直売所等で販売

○ 現在やっている（過去にやったことがある） ○ これからやってみたい

⑩ 農林水産業を営んでいる

○ 現在やっている（過去にやったことがある） ○ これからやってみたい

⑪ ○ 何もしていない（興味がない）



Ｑ２ あなたは、農作業や加工体験など「農」に親しむ取り組みにどんな魅

力を感じますか。（複数回答可）

１ 農山漁村の雰囲気が味わえる

２ いろんな人との交流ができる

３ 土や自然とのふれあいができる

４ 農林水産業への理解が深まる

５ 自分でつくった安全なものを食べることができる

６ 子供の情操教育につながる

７ 健康づくりにつながる

８ 余暇の過ごし方としてふさわしい

９ 魅力を感じない

10 その他（ ）

Ｑ３ あなたが、今後、新たに農作業や加工体験など「農」に親しむ取り組

みを行う上で、必要だと思うことは何ですか。（複数回答可）

１ 地域農産物や農林漁業に親しめる場やイベント等に関する情報

２ 身近に親しめる体験施設

３ 親子で参加できる体験の機会

４ 地元農家との交流（収穫祭等）

５ 様々な作物栽培や加工品づくりなどの豊富な体験メニュー

６ ボランティアや出資などを通じて地域を応援するしくみ

７ その他（ ）

【市民農園について】

Ｑ４ あなたは、市民農園に関心がありますか。

１ 非常に関心がある

２ どちらかといえば関心がある

３ あまり関心がない

４ まったく関心がない

Ｑ５ 住居から歩いていけない市民農園では極端に利用希望者が減小します

が、あなたはどんな市民農園であれば、住居から少し離れても（住居か

ら５km～10 km）利用しますか。（複数回答可）

１ 利用料金が都市部と比べて大幅に安い

２ 大きな区画で本格的な農作業ができる

３ 普段の維持管理をしてもらえる

４ 農作業や栽培について指導してくれる

５ 収穫祭等さまざまなイベントが開催される

６ できた作物を販売できる

７ 更衣施設を備えている

８ 宿泊機能を備えている



９ クラブハウスやレストラン等を備えている

10 住居から離れた市民農園は利用しない

11 その他（ ）

Ｑ６ 現在では市民農園の開設は、市町やＪＡだけではなく、企業や自治会

やＮＰＯ法人等、様々な主体が農地を借りて行うことができます。この

ような市民農園の開設に関心がありますか。

１ 非常に関心がある

２ どちらかといえば関心がある

３ あまり関心がない

４ まったく関心がない

【兵庫県産農林水産物について】

Ｑ７ 産地を選んで農産物を購入することは、当該地域での生産が継続でき

ることになり、その地域を応援し、守り育てることにつながります。

あなたは、農林水産物を購入するとき、産地（特に兵庫県産）にこだ

わっていますか。（複数回答可）

１ 「兵庫県認証食品」をできるだけ購入している

２ 直売所や「ひょうごふるさと館」（そごう神戸店）等を活用し、兵庫県

産品を購入する

３ 兵庫県産を販売しているスーパー等を探して購入する

４ 兵庫県産があれば意識して兵庫県産を購入する

５ 国産にはこだわるが、兵庫県産にはこだわっていない

６ 産地にはこだわらない


